
B1011 

受入テーマ 巨大ひずみ加工による高強度ナノ組織化金属の開発 

受入系 機械工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

近年、組織微細化による材料開発が盛んに行なわれているが、その中でも形状不変加

工である高圧下ねじり（HPT, high-pressure torsion）加工による研究開発が注目さ

れている。本実習では、HPT加工により種々の金属（Fe, Al, Ti系合金, 金属ガラス

など）に巨大ひずみ加工を施し、ナノ組織化材料の創製を行なう。また、その組織・

特性を調査し、巨大ひずみ加工によるナノ組織化のメカニズム、およびナノ組織化金

属のもつ優れた特性を理解する。 

受入条件 金属材料学の基礎を有していること。意欲がある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  
助 教  足立 望 

教 授  戸髙 義一 

n-adachi<at>me.tut.ac.jp 

todaka<at>me.tut.ac.jp 

事前課題 

"下記について調査し、A4用紙２枚程度にまとめて、実習開始時に提出して下さい。 

(1) 金属を塑性変形すると転位が増殖し、転位強化により加工硬化する。「Bailey-

Hirschの関係」を調査するとともに、転位が増殖すると強度が増加する理由につい

て調査せよ。(2) 大きな塑性変形によって、結晶粒は微細化し、結晶粒微細化強化

により強度は増加する。「Hall-Petchの関係」は、結晶粒径と強度の関係を表わす

ことで知られている。「Hall-Petchの関係」を調査するとともに、結晶粒が微細化

すると強度が増加する理由について調査せよ。" 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 D1-401-3 

最終日の終了時刻 午前中に報告会を行ない、報告会終了後に解散する。 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2011 

受入テーマ リチウムイオン電池用電極の作製と特性評価 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅵ 

内 容 

・リチウムイオン電池用電極の作製及び電気化学特性評価 

・走査電子顕微鏡を用いたリチウムイオン電池用電極材料の微細構造観察 

（※研究の進展に伴い、上記の内容は多少異なる場合があります） 

受入条件 電気化学・各種電池に興味のある学生、意欲のある学生を望む  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅵ 9/5(月)～9/16(金) 1名  教 授  稲田 亮史 inada<at>ee.tut.ac.jp 

事前課題 
リチウムイオン電池の基本構成・動作原理・特徴について調べ、A4 用紙1-2 枚のレ

ポートにまとめる。実習初日に提出する。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 USB メモリ、筆記用具、ノートパソコン（なくてもOK、ある方は持参を勧めます） 

実習場所 E4 棟104/105 室、総研棟202 室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 爪を伸ばしていると装置を傷つけるため、適度な長さに切って頂きます。 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2021 

受入テーマ 全固体電池用酸化物固体電解質の作製と特性評価 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅵ 

内 容 

・加圧焼結等を用いた酸化物固体電解質の高密度成型 

・走査電子顕微鏡を用いた酸化物固体電解質成型試料の微細組織観察 

・酸化物固体電解質成型試料の電気化学特性評価（イオン伝導特性，電気化学的安定

性） 

（※研究の進展に伴い、上記の内容は多少異なる場合があります） 

受入条件 
セラミックス成型技術・電気化学・各種電池に興味のある学生、意欲のある学生を望

む  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅵ 9/5(月)～9/16(金) 1名  教 授  稲田 亮史 inada<at>ee.tut.ac.jp 

事前課題 

全固体電池用固体電解質として検討されているリチウムイオン伝導性セラミックスの

種類，特徴について調べ、A4 用紙1-2 枚のレポートにまとめる。実習初日に提出す

る。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 USB メモリ、筆記用具、ノートパソコン（なくてもOK、ある方は持参を勧めます） 

実習場所 E4 棟104/105 室、総研棟202 室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 爪を伸ばしていると装置を傷つけるため、適度な長さに切って頂きます。 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2031 

受入テーマ 高性能プロセッサシステムの活用実習 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅶ 

内 容 

以下のテーマのいずれかに関して実習する．具体的な実験手法や到達目標は受講者の

経験に合わせて調節するが，初心者のための講座ではないことを予め御理解くださ

い． 

・近年のマルチコアプロセッサ等を活用して，シミュレーションや科学技術計算にお

いて高い性能を達成するための，性能測定方法や高性能プログラミング技法を学ぶ． 

・FPGA等を利用してアプリケーションを高速化する専用回路技術について，具体例

に基づいて学ぶ． 

・乱数生成回路について，その基礎と応用を学ぶ． 

受入条件 

(1) 計算機アーキテクチャとC言語プログラミングについて理解と経験があること．

本科で本実習テーマに関連する卒業研究を終えたもの． 

(2) ハードウェア記述言語（Verilog HDL推奨，VHDL可）による設計経験を有するこ

と．FPGA上でシステムを実装し，動作させた経験があると理想的．  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅶ 9/12(月)～9/16(金) 1名  教 授  市川 周一 ichikawa<at>tut.jp 

事前課題 メールにより受講予定者と事前相談し，その内容により個別に指定する． 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 レポート作成や端末として利用するため自分のノートPCを持参すること． 

実習場所 C1棟303室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2041 

受入テーマ ソフトウェア無線による通信の基礎実験 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅲ 

内 容 

ディジタル無線通信の変復調の基礎理論を学んだ後，我々の研究室で開発しているソ

フトウェア無線プラットフォームを用いて，電波暗室での伝送実験と性能評価を通じ

て，無線通信の基礎を学びます． 

受入条件 無線通信に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅲ 8/29(月)～9/2(金) 2名  教 授  上原 秀幸 uehara<at>tut.jp 

事前課題 
ディジタル無線通信の変復調を理解するための基本的な数学の演習． 

受講決定後に上原宛に連絡してください． 

服 装 電波暗室での実験時に服が汚れる恐れがありますので，実習服等があると良い． 

携行品 特になし 

実習場所 C2-308および電波暗室 

最終日の終了時刻 12:00（予定） 

備 考 実験装置の都合上，本科生も含め2名までの受け入れとします 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2051 

受入テーマ 真空技術を利用したプラズマ生成と薄膜合成 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

今日のエレクトロニクス社会，特に電子機器等の高性能化・小型化には，厚さがナノ

オーダーの薄膜材料が欠かせません。真空環境を作り出す技術や，その真空環境を利

用してプラズマを生成する技術は，この薄膜材料の合成に使われており，皆さんの生

活をより豊かに，より便利にすることへ貢献しています。このテーマでは，本研究室

の真空プラズマ生成装置を使用し，シリコンに代わる次世代材料としても期待される

カーボン薄膜の合成を体験してもらいます。真空やプラズマについての知識を習得し

つつ，各実験条件がプラズマや薄膜へ与える影響について調べます。 

受入条件 プラズマプロセスについて予備知識があること  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  講 師  針谷 達 harigai.toru.un<at>tut.jp 

事前課題 

「プラズマCVD法」および「薄膜分析法」について，A4レポート1～2枚程度にまと

め，実習初日に提出してください。（レポートには，必ず1つ以上の図を用いるこ

と。） 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 C3棟208室 

最終日の終了時刻 12:00 予定 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2061 

受入テーマ 微細な半導体光デバイスの評価と応用 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

事前に担当教員と相談の上１つを選択し、実施する。 

（１）脳科学に活用するLEDおよび脳波計測シートの作製と評価 

（２）光通信や光計測に利用する近赤外光センサの評価 

（３）化合物太陽電池材料の評価 

受入条件 半導体光デバイスに興味のある学生  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  

教 授  石川 靖彦 

准教授  関口 寛人 

助 教  山根 啓輔 

ishikawa<at>ee.tut.ac.jp 

sekiguchi<at>ee.tut.ac.jp 

yamane<at>ee.tut.ac.jp 

事前課題 
pn接合を用いた半導体光デバイス(LED，光検出器，太陽電池)について調べ，Ａ４ 

１ページにまとめて，実習当日に提出すること 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 C-613 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2071 

受入テーマ 誘電絶縁材料中の内部蓄積電荷の測定 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 
誘電絶縁材料中の内部蓄積電荷の測定から波形解析までを行う  

受入条件 計測・信号解析の考え方の基礎を学習したい学生  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 2名  准教授  村上 義信 murakami.yoshinobu.uf<at>tut.jp 

事前課題 電磁気の「誘電体」の物理現象を理解しておいた方が望ましい。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 C3棟104室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2081 

受入テーマ プラズマを用いた機能性薄膜の合成 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

・プラズマを用いたダイヤモンドライクカーボン（DLC）膜の成膜と機械加工工具へ

の応用 

・ラマン分光法などによるDLC膜の構造分析，その他機能性評価 

 

（※研究の進展に伴い，上記の内容は多少異なる場合があります。） 

受入条件 特になし  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
教 授  滝川 浩史 

助 教  坂東隆宏 

takikawa.hirofumi.cg<at>tut.jp 

bando.takahiro.pd<at>tut.jp 

事前課題 

インターネット等で，”プラズマを用いた薄膜合成”について調べてくる。実験中に

事前課題で調べてもらった内容について聞くことがあります。レポート提出はありま

せん。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 C3-103 

最終日の終了時刻 12:00:00 予定 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2091 

受入テーマ 自然・電気エネルギーの計測と有効利用 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

・太陽電池を用いた日射量・光量子量の計測 

・各種気象計測システムで得られたデータの分析と有効利用 

・太陽電池センサを用いた雲影の移動観測 

 

（※研究の進展に伴い，上記の内容は多少異なる場合があります。） 

受入条件 特になし  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
教 授  滝川 浩史 

助 教  坂東隆宏 

takikawa.hirofumi.cg<at>tut.jp 

bando.takahiro.pd<at>tut.jp 

事前課題 
インターネット等で，自然・電気エネルギーについて調べてくる。実験中に事前課題

で調べてもらった内容について聞くことがあります。レポート提出はありません。 

服 装 
作業ができる服装・履物を準備すること。日射病予防のため，帽子・タオルを持参す

ること。 

携行品 特になし 

実習場所 自然エネルギー実験棟203 

最終日の終了時刻 12:00:00 予定 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2101 

受入テーマ 農業への電気エネルギーの有効利用 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

・プラズマを用いた植物栄養水の生成とその評価 

・大気圧プラズマを用いた化学反応による生成物質の評価 

・植物成長のための光計測とその評価 

 

（※研究の進展に伴い，上記の内容は多少異なる場合があります。） 

受入条件 特になし  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
教 授  滝川 浩史 

助 教  坂東 隆宏 

takikawa.hirofumi.cg<at>tut.jp 

bando.takahiro.pd<at>tut.jp 

事前課題 

インターネット等で，”プラズマと植物”または”植物と光波長”について調べてく

る。実験中に事前課題で調べてもらった内容について聞くことがあります。レポート

提出はありません。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 自然エネルギー実験棟203 

最終日の終了時刻 12:00:00 予定 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2111 

受入テーマ ワイヤレス電力伝送用RF回路の試作と評価 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

工場内に設置されたセンサ群が駆動電力を受電するために必要となるRF回路につい

て，試作と実験を通して学ぶ． 

・回路シミュレーションで動作原理を学ぶ． 

・電磁界シミュレーションで視覚的に現象を理解する． 

・実証実験を行う． 

 ※ 具体的な実験手法や到達目標は受講者の経験に合わせて調節しますが， 

   初心者のための講座ではないことを予め御理解ください． 

受入条件 
電気回路および行列計算を十分理解しており，自発的に回路設計ができる意欲がある

学生を望む．  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 1名  教 授  田村 昌也 tamura<at>ee.tut.ac.jp 

事前課題 
高周波、マイクロ波で使用される整流回路とその動作原理、および整合回路の動作原

理をA4レポート1枚程度にまとめ、実習初日に提出してください。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 C2棟303室および実験室 

最終日の終了時刻 12:00を予定（報告会が終了次第） 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B2121 

受入テーマ 半導体集積回路の作製及び評価 

受入系 電気・電子情報工学系 

受入区分 専攻科：Ⅴ 

内 容 

スマートフォンのプロセッサはSi 半導体集積回路からなり，また，自動車は半導体

で動いていると言っても過言ではない.このように今日の社会に不可欠なSi 半導体

集積回路 について，その作製要素技術である薄膜の形成，フォトリソグラフィ，お

よびエッチングを行う.その後作製したMOSFET および集積回路(4 ビットカウンタ

ー、リングオシレータ)の電気特性を評価する.またデモ実験を通じてセンサ・集積回

路に関する最先端の研究に触れる.以上を通じてSi 半導体集積回路の基礎とその作

製技術を体得する. 

受入条件 集積回路が作られる過程に興味のある学生，意欲のある学生を望む.  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅴ 9/5(月)～9/9(金) 2名  

教 授  澤田 和明 

教 授  河野 剛士 

教 授  髙橋 一浩 

准教授  野田 俊彦 

助 教  崔 容俊 

kazuaki.sawada<at>tut.jp 

kawano<at>ee.tut.ac.jp 

takahashi<at>ee.tut.ac.jp 

noda-

t<at>eiiris.tut.ac.jp 

choi<at>ee.tut.ac.jp 

事前課題 
MOSFET の動作原理およびその作製工程を調べてA4 レポート一枚程度にまとめる. 

提出期限:実習初日 

服 装 クリーンウェア(つなぎ・帽子)着用可能な服装.靴下着用. 

携行品 ノートパソコン(応相談) 

実習場所 固体機能デバイス施設, VBL 

最終日の終了時刻 16:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3011 

受入テーマ 仮想人間の身振り動作の可視化と視覚認知的な指標の調査 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅴ 

内 容 

コンピュータ・グラフィックスで生成される仮想的な人物の身振りのアニメーション

を制作するとともに、動作の自然さや好ましさ等を決定する身体外観の要因や視覚的

な指標値を検討し、その有効性を心理実験によって検証する。 

受入条件 

コンピュータ・グラフィックスやキャラクタ・アニメーションに興味のある学生、Ｃ

Ｇコンテンツの制作に意欲のある学生を望む。Python を用いたプログラム経験のあ

る事が望ましい。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅴ 9/5(月)～9/9(金) 1名  教 授  栗山 繁 sk<at>tut.jp 

事前課題 予定していない。 

服 装 特になし（普段着で良い） 

携行品 
成果物データの持ち帰りを希望する場合には、ＵＳＢメモリなどの記憶媒体を各自で

持参する 

実習場所 Ｃ２棟５０６室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3021 

受入テーマ コンピュータの性能解析ツールに関する基礎実験 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

コンピュータの性能を測定し分析する手法についての実習を行う。計算機のベンチマ

ーク手法について学習した後、実際のベンチマークコードを用いて様々なコンピュー

タの性能を計測する。さらに、性能に関する指標をコード実行中に取得するために、

コンパイル済みの実行コードにバイナリ計装技術を用いて性能解析を行う機能を埋め

込む実験を行い、性能に関する統計値の分析を行う。 

受入条件 計算機アーキテクチャやプログラミング技術に興味のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 2名  准教授  佐藤 幸紀 yukinori<at>cs.tut.ac.jp 

事前課題 
Linuxを用いたビルド環境の構築、C/C++言語によるプログラミング、Pythonスクリ

プトの記述に慣れておくこと 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし(ノートPCを持参してもよい） 

実習場所 F1棟309室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3031 

受入テーマ 認知研究における実験の基礎 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

私たちは普段，物を見て,聞いて，理解し，行動する。本研究室では，こうした「認

知」を支えている脳機能や仕組みを解明するとともに，そうした基礎研究に裏打ちさ

れた新しい認知情報処理技術の開発を目指している。本体験学習では錯視を観察中の

脳波計測や眼球運動計測を実施し，実験者，被験者の立場を体験することで認知研究

における実験の基礎を学ぶ。http://www.vpac.cs.tut.ac.jp/ 

南・田村研究室と共同実施 

受入条件 プログラミング経験があることが好ましい．脳研究に興味のある方  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 2名  
教 授  中内 茂樹 

助 教  日根 恭子 

nakauchi<at>tut.jp 

hine<at>cs.tut.ac.jp 

事前課題 

ヒトの認知に関して普段不思議に思っていることについて，A4レポート1枚にまと

める．実習初日に提出。 

例)見る人によって違う色に見えるドレス 

  http://gigazine.net/news/20150303-12-optical-illusions/ 

服 装 特になし 

携行品 眼鏡等(必要な方，ブルーライトカットでないものが望ましい) 

実習場所 総合研究実験棟702-1 

最終日の終了時刻 12:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3032 

受入テーマ 認知研究における実験の基礎 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

私たちは普段，物を見て,聞いて，理解し，行動する。本研究室では，こうした「認

知」を支えている脳機能や仕組みを解明するとともに，そうした基礎研究に裏打ちさ

れた新しい認知情報処理技術の開発を目指している。本体験学習では錯視を観察中の

脳波計測や眼球運動計測を実施し，実験者，被験者の立場を体験することで認知研究

における実験の基礎を学ぶ。https://sites.google.com/site/minamicnt/ 

中内・日根研究室と共同実施 

受入条件 プログラミング経験があることが好ましい．脳研究に興味のある方  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 2名  
教 授  南 哲人 

助 教  田村 秀希 

minami<at>tut.jp 

tamura<at>cs.tut.ac.jp 

事前課題 

ヒトの認知に関して普段不思議に思っていることについて，A4レポート1枚にまと

める．実習初日に提出。 

例)見る人によって違う色に見えるドレス 

  http://gigazine.net/news/20150303-12-optical-illusions/ 

服 装 特になし 

携行品 眼鏡等(必要な方，ブルーライトカットでないものが望ましい) 

実習場所 総合研究実験棟702-1 

最終日の終了時刻 12:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3041 

受入テーマ ヒト腕運動の計測と解析 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅲ 

内 容 

ヒトの巧みな運動を運動を実現している脳の情報処理メカニズムを調べるため，モー

ションキャプチャを用いて，線を描くなど、ヒト腕の典型的な運動を計測・解析す

る．さらにその解析結果から腕運動が持つ普遍的な特徴について調べ，その特徴を実

現しているヒトの運動制御の仕組みを考察する．  

受入条件 C言語などのプログラム言語をある程度習得していることが望ましい  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅲ 8/29(月)～9/2(金) 2名  准教授  福村 直博 fukumura<at>cs.tut.ac.jp 

事前課題 
時系列データを計測・解析するために必要となるローパスフィルタについて、予習し

てくること。 

服 装 特になし 

携行品 
成果を持ち帰ることを希望する場合にはUSBメモリを持参するなど、各自で準備する

こと 

実習場所 F棟411室 

最終日の終了時刻 最終日の午前中に成果報告会を行い、終了次第解散 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3051 

受入テーマ 雑談対話モデルの自然性向上法の検討 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

テキストを入力するとそれに対する応答を返す「雑談Bot」が多く作られている。そ

の応答を返すための深層学習モデルが雑談対話モデルである。このモデルは多量の雑

談データから学習によって作られているため、頑健に応答を返すことができる反面、

しばしば「おかしな」応答をすることで対話を破綻させてしまう。こうした応答をで

きるだけ少なくすることでより自然た雑談を楽しめるものとなる。このように雑談応

答モデルの応答を自然にするための方法を検討する。 

受入条件 自然言語処理、対話、深層学習に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  教 授  北岡 教英 kitaoka<at>tut.jp 

事前課題 
決定後に事前学習内容を指定します。Pythonプログラミングを学習しておくとよい

です。 

服 装 特になし 

携行品 特になし 

実習場所 F棟312室 

最終日の終了時刻 11:00から報告会を行い、終了次第解散。 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B3061 

受入テーマ 暗号理論の基礎と暗号技術の実装 

受入系 情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

公開鍵暗号、電子署名、楕円曲線暗号系、ペアリングを用いた暗号技術などの、暗号

理論の基礎を学ぶ。さらに、楕円曲線暗号やペアリングを用いた暗号プリミティブや

暗号プロトコルの実装を行い理解を深める。 

受入条件 暗号技術に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 1名  
教 授  鈴木幸太郎 

助 教  中井雄士 

suzuki<at>cs.tut.ac.jp 

nakai.takeshi.um<at>tut.jp 

事前課題 なし 

服 装 特になし 

携行品 特になし 

実習場所 F棟513室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。） 

 

  



B7011 

受入テーマ ロボットシステム構成演習 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

ロボットの動作を構成しているロボットシステムの構成方法について、ROS(Robot 

Operating System)等のシステム上に構築する方法を学び、シミュレーションや実機

においてロボットシステム構築し、ロボットがタスクを実行する演習を行う。 

 

演習予定 

0. ロボットシステムのインストール 

1. ロボットの構成（ボディの形、アクチュエータ、センサ配置） 

2. シミュレーションによるロボットの動作作成 

3. (1.,2.の進み具合による) 小型実機の構成と動作実験 

受入条件 
プログラミング経験（C++またはPythonなど）があること。ロボットに興味のある学

生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  
教 授  垣内 洋平 

助手  増沢 広朗 

kakiuchi.yohei.sw<at>tut.ac.jp 

masuzawa.hiroaki.vl<at>tut.ac.jp 

事前課題 特になし 

服 装 特になし 

携行品 特になし 

実習場所 総合研究棟205室 

最終日の終了時刻 応相談 

備 考 
受け入れ期間は、８月２２日（月）から９月１６日（金）の間の連続する5日間とす

る 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B7021 

受入テーマ 脳神経細胞の感覚応答の記録 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/情報・知能工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

脳の理解は医学生理学の基礎であるだけでなく、AI等の情報処理の知的基盤でもあ

る。本実習では動物を用いた電気生理実験により、刺入型電極による単一神経細胞活

動記録について学ぶ。さらにMatlabを用いた時系列データ解析により細胞のスパイ

ク応答の単離ならびに、感覚応答の分析方法を学ぶ。動物はマウスおよびサルを用い

る。真摯な態度で取り組むこと。 

 高専ではAI、理論計算、脳波測定等により間接的に脳について学ぶ機会があるか

もしれない。本実習により実際の脳を目で見て、機能と構造を体験することはこれら

の工学の知的基盤として役に立つだろう。 

受入条件 学科専攻は問わない。Matlab等の数値処理経験があると好ましい。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 2名  准教授  鯉田 孝和 koida<at>tut.jp 

事前課題 

（１）マウスとサルとヒトの脳の模式図を画像検索で取得し、実物大サイズになるよ

う印刷してください。 

（２）任意の数値解析ソフトを使って、20 Hzのサイン波を2秒間にわたって1 kHz

でサンプリングしたデータを作り、図にプロットしてください。 

提出期限：実習初日（課題２が困難な場合予めメール連絡すること） 

服 装 普段着で構いません。白衣等はこちらで準備します。 

携行品 ノートパソコンがあれば持参してください。 

実習場所 インキュベーション棟301号室 

最終日の終了時刻 12:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4011 

受入テーマ 化学物質で誘導された発達障害モデル動物の脳腸連環解析実習 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

化学物質誘発性の発達障害モデル動物の腸内細菌叢解析を次世代シークエンサーを用

いて行う。参加希望の場合、日程を合わせることが可能。あわせて動物の神経細胞を

研究する。 

受入条件 神経、炎症、生理学等に基礎的な知識と興味を持つこと  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  講 師 吉田 祥子 syoshida<at>tut.jp 

事前課題 
腸内細菌叢の変化と疾病の関係について論文を読んでレポートすること。実験に参加

する２週間前までに、参考文献とともに吉田までe-mailで送付する。 

服 装 白衣はこちらにあります 

携行品 パソコンを所持する場合、携行を推奨 

実習場所 B2-303, B2-306, B2-307 

最終日の終了時刻 午後2時(対応可) 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4021 

受入テーマ 環境内物質による発達障害モデル動物のエピゲノム解析 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

自閉症に代表される、発達期の高次神経機能障害の動物モデルを、化学物質投与によ

って作成し、自閉症誘因につながるエピジェネティックな変異の解析を実習する。合

わせて、動物や組織の取り扱いを学ぶ。 

受入条件 
生命現象に強い興味があれば、専攻は問わない。動物を取り扱う実験であり、熱意と

真 摯な気持ちを持つこと。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  講 師 吉田 祥子 syoshida<at>tut.jp 

事前課題 

哺乳類の神経系発達における「エピジェネティクス」について、どのような例がある

か レポートする。実験に参加する２週間前までに、参考文献とともに吉田までe-

mailで送付する。 

服 装 白衣はこちらにあります 

携行品 パソコンを所持する場合、携行を推奨 

実習場所 B2-303, B2-306, B2-307 

最終日の終了時刻 午後2時(対応可) 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4031 

受入テーマ 大気圧低温プラズマの発生と生物応用 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

近年、照射対象に熱負荷をかけない特徴を有する大気圧低温プラズマの医療応用研究

が盛んに進められている。本実習ではプラズマ発生装置を作製し、水溶液や細胞に照

射して水溶液中で生成される活性種や細胞応答を観察する。実験を通じてプラズマ照

射に対する細胞応答機構を学ぶ。  

受入条件 プラズマ応用や生命科学に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 1名  准教授  栗田 弘史 kurita<at>chem.tut.ac.jp 

事前課題 
大気圧低温プラズマの生物・医療応用について調べ、A4 1枚にまとめたレポートを

実習初日に提出。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし。必要に応じてノートパソコンを持参してもよい。 

実習場所 G1棟501室 ほか 

最終日の終了時刻 12:00を予定。遠方からの実習生は応相談。 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4041 

受入テーマ 有機分子触媒を有するキラル高分子の合成と不斉反応への応用 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：Ⅶ 

内 容 

重合反応により、有機分子触媒を組み込んだ高分子を合成し、不斉反応における触媒

として応用する。重合による高分子合成および光学活性化合物の効率的合成法につい

て実習する。 

受入条件 有機化学や高分子化学の基礎知識を有し、意欲をもって実習に取り組む学生を望む。 

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅶ 9/12(月)～9/16(金) 2名  准教授  原口 直樹 haraguchi<at>chem.tut.ac.jp 

事前課題 
課題：高分子固定化キラル触媒について、A4 レポート 1 枚にまとめる。 

提出日、方法：実習初日に直接提出する。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 B2棟404室 

最終日の終了時刻 12:00(予定) 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4051 

受入テーマ 人工細胞膜モデルの構造と膜内分子拡散の観察 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

細胞膜の基本構造である脂質二重膜を人工的に作製し、その構造と外部環境に依存し

た構造変化を蛍光顕微鏡を用いて観察する。また、膜内での分子拡散を観察し、得ら

れた動画から拡散速度を定量的に解析する。 

受入条件 本研究テーマに興味を持ち，意欲のある学生を望む。専攻は問わない。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  准教授  手老 龍吾 tero<at>tut.jp 

事前課題 
細胞膜の構造と役割についてA4用紙1枚程度のレポートをまとめること。 

その際に以下の用語を全て用いること：両親媒性分子、自己組織化、分子拡散。 

服 装 卓上での実験操作に支障のない服装 

携行品 ノートパソコンを所持する場合、携行を推奨 

実習場所 G1棟201室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B4061 

受入テーマ バイオベースポリ乳酸の合成および特性評価 

受入系 応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

ポリ乳酸を条件を変えて合成し、合成したポリ乳酸の分子特性、熱的特性、および結

晶化挙動を評価することにより、高分子の合成条件の違いが、分子特性、熱的特性、

および結晶化挙動に与える影響を理解することを目的とする。  

受入条件 高分子材料に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 1名  
教 授  辻 秀人 

助 教  荒川 優樹 

ht003<at>edu.tut.ac.jp 

arakawa<at>tut.jp 

事前課題 
ポリ乳酸に関する書籍を読み、理解したことをA4レポート１枚にまとめる。実習初

日に提出。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 G1棟308室 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。） 

 

  



B7031 

受入テーマ 不斉合成反応の開発研究 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 
新規な光学活性触媒の開発、もしくは新規不斉合成反応の開発 

受入条件 有機合成化学もしくは関連分野の経験者。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  教 授  柴富 一孝 shiba<at>chem.tut.ac.jp 

事前課題 
高専で使用している有機化学の教科書の内容を復習しておく。 

レポートを提出する必要はない。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 特になし 

実習場所 B2棟506室 

最終日の終了時刻 応相談 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B7041 

受入テーマ 細胞の形質を効率よくかえるには？ 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：Ⅰ 

内 容 

哺乳類由来の細胞株に、様々な遺伝子の働きが発光現象で確認できるマーカーである 

蛍光や発光蛋白質をコードするDNAなどを独自開発の電気穿孔法で形質導入し、マー

カーである蛍光と発光蛋白質のシグナルを顕微鏡にて観察する。発光シグナルの変化

が遺伝子の働きの変化と相関することを理解するとともに、規制の形質導入方法と比

較して、新規の方法の有用性について考える。  

受入条件 分子生物学やイメージングに興味のある学生，意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅰ 8/22(月)～8/26(金) 3名  教 授  沼野 利佳 numano<at>tut.jp 

事前課題 

2008 年のノーベル化学賞緑蛍光タンパク質(Green FluorescenceProtein(GFP)の発見 

と利用、特にロジャー・チェン先生の仕事を記事などを読むなどして、予習し 

てきてください。 

服 装 白衣があれば白衣をもってきてください。 

携行品 特になし 

実習場所 G1棟404 室,EIIRIS1 2階バイオ実験室 

最終日の終了時刻 12:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B7042 

受入テーマ 細胞の形質を効率よくかえるには？ 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/応用化学・生命工学系 

受入区分 専攻科：Ⅶ 

内 容 

哺乳類由来の細胞株に、様々な遺伝子の働きが発光現象で確認できるマーカーである 

蛍光や発光蛋白質をコードするDNAなどを独自開発の電気穿孔法で形質導入し、マー

カーである蛍光と発光蛋白質のシグナルを顕微鏡にて観察する。発光シグナルの変化

が遺伝子の働きの変化と相関することを理解するとともに、規制の形質導入方法と比

較して、新規の方法の有用性について考える。  

受入条件 分子生物学やイメージングに興味のある学生，意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅶ 9/12(月)～9/16(金) 3名  教 授  沼野 利佳 numano<at>tut.jp 

事前課題 

2008 年のノーベル化学賞緑蛍光タンパク質(Green FluorescenceProtein(GFP)の発見 

と利用、特にロジャー・チェン先生の仕事を記事などを読むなどして、予習し 

てきてください。 

服 装 白衣があれば白衣をもってきてください。 

携行品 特になし 

実習場所 G1棟404 室,EIIRIS1 2階バイオ実験室 

最終日の終了時刻 12:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B5011 

受入テーマ 河川水環境の調査および水質分析 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 
河川の水環境を把握するための調査項目・方法を理解し,実際に河川調査を行う。 

調査で採取した水サンプルを,実験室で化学分析し,各水質項目について理解する。 

受入条件 上記課題に興味のある学生、意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 3名  

教 授  井上 隆信 

准教授  横田 久里子 

助 教  NGUYEN MINH NGOC 

inoue<at>ace.tut.ac.jp 

yokota<at>ace.tut.ac.jp 

nguyen.minh.ngoc.hw<at>tut.jp 

事前課題 

身近で、一番興味のある河川について、 

1)対象河川とのかかわり方、2)対象河川の水環境の現状、3)対象河川をより良くする 

ためにどうすればよいと考えるか、 

についてA4 用紙片面1 枚にまとめ,受入れ初日に教員に提出する。 

服 装 靴・長袖・長ズボン・帽子・タオル等(屋外調査),実験しやすい服装 

携行品 特になし(ノートパソコンを持っている学生は持参するとデータ整理等便利) 

実習場所 D2 棟702 室,技科大周辺河川 

最終日の終了時刻 11:00 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B5021 

受入テーマ 沿岸の環境・防災に関する調査およびデータ解析 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

海岸侵食，海岸波浪，内湾の流動・水質など沿岸域の環境と防災に関する研究テーマ

について，フィールドワークやデータ解析を中心とした研究を実施する。具体的な研

究テーマについては，実習生の希望に配慮する。天気が良ければ，海岸など屋外での

フィールド調査も行う。 

受入条件 
水域の環境や防災，自然環境に興味のある人，好奇心旺盛で意欲の人を望む．本学進

学希望者であるとことが望ましい． 

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
教 授  加藤 茂 

助 教  豊田 将也 

s-kato<at>ace.tut.ac.jp 

toyoda<at>ace.tut.ac.jp 

事前課題 

海岸工学や沿岸環境工学，水文学（気象学を含む）に関する専門書，あるいは海，砂

浜，水質，水産，沿岸防災，沿岸環境，気象などに関する書籍をできる多く調査し，

その中で興味を持った点について，実習中に取り組んでみたいことや目標と関連付

け，A4用紙1枚程度にまとめる。 

服 装 屋外や実験室などでの作業ができる服装・履物を準備すること． 

携行品 特になし（ノートPCを持っている学生は持参することが望ましい） 

実習場所 D棟814室，環境防災実験棟，現地（海岸，干潟，河口など） 他 

最終日の終了時刻 12:00頃 （午前中に報告会を実施し，終了次第解散の予定） 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B5031 

受入テーマ 数値シミュレーションによる地盤変形挙動の土粒子スケールからの観察 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：Ⅴ 

内 容 

地盤工学分野では、これまでに有限要素法を主体とした数値シミュレーション技術を

構築してきましたが、近年のコンピュータ技術の急速な発展と普及により大変形問題

への適用性が高い離散体シミュレーション技術の検討が行われるようになってきまし

た。例えばその一つの個別要素法は、地盤を土粒子レベルからモデル化し、粒子の並

進および回転の運動方程式を時刻歴に解き進める手法です。本講座では、個別要素法

を題材とし、基礎知識の学習やプログラミング方法を学習します。また、実際に個別

要素法を用いて地盤工学に関する数値シミュレーションを行い、土粒子レベルの視点

から詳細に考察することで、数値シミュレーションと地盤変形挙動の理解を深めま

す。 

受入条件 
上記課題に興味があり、本学建築・都市システム学専攻に進学を希望する学生を望み

ます。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 Ⅴ 9/5(月)～9/9(金) 3名  

教 授  三浦 均也 

准教授  松田 達也 

助 教  内藤 直人 

k-miura<at>ace.tut.ac.jp 

matsuda.tatsuya.mp<at>tut.jp 

n.naito<at>ace.tut.ac.jp 

事前課題 

①有限要素解析のような連続体力学ベースの数値シミュレーションと個別要素法のよ

うな離散体力学ベースの数値シミュレーションに関する違いについて調べてくださ

い。 

②地盤工学問題に個別要素法が適応された事例について調べて、興味を持った内容に

ついてまとめてください。 

①および②の内容についてA4サイズ1ページにまとめ、実習初日に提出してくださ

い。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 筆記用具・関数電卓・Windows搭載のノートパソコン 

実習場所 D3-602 

最終日の終了時刻 10:00から報告会を開催して，終了次第解散 

備 考 オンライン実習の場合は、Windows搭載のパソコンを使用します。 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B5041 

受入テーマ 都市・交通計画に関するデータ分析・シミュレーション 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

都市計画・交通計画を考える上で基礎となるデータの収集方法，分析方法，結果の表

現方法などを学び，実際のデータを扱った都市・交通計画に関する分析やシミュレー

ションなどを体験する．特に，都市・交通計画に関するビッグデータといわれる大量

のデータにも触れ，その分析方法についても体験する．本実習を通して，大学での研

究内容や雰囲気を把握しつつ，高専における特別研究などに向けて高度なデータ分析

技術を身につける． 

受入条件 都市計画・交通計画やデータ分析に興味のある学生を望む．  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
准教授  杉木 直 

准教授  松尾 幸二郎 

sugiki<at>ace.tut.ac.jp 

k-

matsuo<at>ace.tut.ac.jp 

事前課題 事前に送る資料を読んで実習当日までにA4 レポート1 枚程度にまとめる． 

服 装 調査等で外に出る場合があるので，作業しやすい服装・履物． 

携行品 持っている人はノートPC． 

実習場所 D3-703・D3-704・D3-705 

最終日の終了時刻 12:00を予定 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。）



B5051 

受入テーマ 有限要素法解析による骨組構造の解析 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

１）梁・柱で構成される骨組構造（ラチスドームなどの立体構造も含む）の有限要素

法による構造解析の基礎理論を簡単に学習し、２）骨組構造の解析モデルの入力デー

タの作成、解析の実施、解析結果の分析法を学習する。３）解析結果に基づいた部材

の断面算定を実施し、構造設計の基本を学習する。解析対象や解析の種類（線形弾性

解析、座屈解析、時刻歴応答解析、弾塑性解析）は学生の研究対象に応じて設定す

る。  

受入条件 構造解析、有限要素法（マトリクス法）に興味のある学生，意欲のある学生を望む。 

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  
教 授  中澤 祥二 

助 教  瀧内雄二 

nakazawa<at>ace.tut.ac.jp 

y-

takiuchi<at>ace.tut.ac.jp 

事前課題 現在の研究テーマをA4-2 枚にまとめて提出する。 

服 装 特になし（実験はありません）。室内用履物を準備すること。 

携行品 関数電卓、ノートPC を持っている学生は持参することが望ましい。 

実習場所 D棟D-816 

最終日の終了時刻 11:00を予定（遠方からの学生は要相談） 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。） 

  



 

B5061 

受入テーマ 建築環境デザインの実践 

受入系 建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

実際の建築空間における温熱環境，空気環境，音環境，光環境の実測を行うともに，

数値シミュレーションや環境デザインツールなどを用いて現状環境の改善策や都市計

画の提案・評価を行う．  

受入条件 建築環境分野に興味のある学生，意欲のある学生を望む。  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 1名  

准教授  島﨑 康弘 

助 教  袁 継輝 

教 授  田島昌樹 

shimazaki<at>ace.tut.ac.jp 

yuan<at>ace.tut.ac.jp 

tajima.masaki.qt<at>tut.jp 

事前課題 
希望するテーマ・事象について文献調査のうえ，担当教員と取り組みについて事前協

議を行う。 

服 装 フィールド測定ができる服装・履物を準備すること（暑さ対策を含む） 

携行品 特になし(ノートPC持参が好ましい) 

実習場所 D2棟605室，大学構内・周辺の屋外 

最終日の終了時刻 要相談 

備 考 特になし 

 オンライン実習※ 否 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。） 

  



B7051 

受入テーマ 建設物の振動計測とその分析 

受入系 エレクトロニクス先端融合研究所/建築・都市システム学系 

受入区分 専攻科：随 

内 容 

小型バッテリ式の加速度センサを利用した建設構造物（中小橋梁や工作物）の振動性

状モニタリングについて，その計測方法や分析方法について，実験室での実験計測や

実構造物での計測実習を通して学ぶ。内容としては，(1)振動計測結果分析に関する

学習，(2)加速度計測システムの概要，(3)振動計測・分析演習，(4)総合実習と発表

会を行う。 

受け入れ期間によっては，繊維強化複合材料を用いた建設鋼構造の補修・補強に関す

る研究にも加わって頂く可能性があります。 

※建築・土木系学生の学習内容に近いテーマです。 

受入条件 実験と数値計算の両方が好きな（好きになろうと思っている）学生  

受入期間 募集定員 担当教員 E-mailアドレス 

 随 （応相談） 2名  教 授  松本 幸大 matsumoto.yukihiro.lp<at>tut.jp 

事前課題 

書籍「新・地震動のスペクトル解析入門」を準備し，事前に目を通しておくこと。ま

た，本書の第4章について10分程度の発表資料に纏め，期間中に提出・発表をして

もらいます。 

希望者は事前に貸し出すことも可能ですが，図書館で借用（有名な書籍なので蔵書し

ていると思います）するなどして，できる限り自身で準備をお願いします。 

服 装 作業ができる服装・履物を準備すること 

携行品 関数電卓・windowsノートパソコン（所有している場合） 

実習場所 総合研究実験棟103，低層実験棟，D2-705, D2-707 

最終日の終了時刻 遠距離の場合は相談に応じます 

備 考 

オンライン実習の場合，計測装置を貸し出す予定（日本国内のみ）で，データ収集・

分析のためbluetooth通信が可能なwindowsパソコンが必要になります。定員は専攻

科生との合計です。 

 オンライン実習※ 可 

※ コロナ感染症の影響で対面での実施が困難となった場合に，オンラインで実施可能かどうか。 

（ただし，オンラインでの実施を保証するものではありません。） 

 


